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（７月20日、広田海水浴場海開き）

August  2018
No.1035

8広報りくぜんたかた広報りくぜんたかた



８
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Events

　高田町うごく七夕は、和紙を染めて作られた紙飾り
「あざふ」を数万枚使って飾られた山車が、笛と太鼓の
お囃子に合わせて町を練り歩くまつりです。夜には山
車に灯りが燈り、幻想的な美しさが高田町の夜空を彩
ります。
◆場所…高田町内（各祭組出発～アバッセたかた）
◆スケジュール…アバッセたかた付近（午前９時 30　
　　分～ 11 時 30 分、午後６時～８時 30 分）
　※各祭組により出発時間および経路は異なります。
◆アクセス…（車）東北自動車道「一関」インターよ
　り国道 343 号線経由で約 70 分　
　（ＢＲＴ）ＪＲ気仙沼駅より「陸前高田駅」下車約
　３０ 分
◆問い合わせ先…商工観光課観光交流係 ( 内線 385・
　386)、　陸前高田市観光物産協会☎ 0192(54)5011

　気仙町けんか七夕は、約900年の歴史があり、重さ約
４トンもの２台の山車を太鼓の音に先導されぶつけ合
う勇壮なまつりです。
◆場所…気仙町内（災害公営住宅今泉団地前）
◆スケジュール…（けんか予定時間）午前の部 10 時
　30 分、午後の部２時 30 分、夜の部７時 30 分
◆アクセス…（車）東北自動車道「一関」インターよ      
　り国道 343 号線経由で約 ８0 分
　（ＢＲＴ）ＪＲ気仙沼駅より「奇跡の一本松駅」下
　車約 25分、そこから徒歩で約 １５ 分

◆問い合わせ先…商工観光課観光交流係 ( 内線 385・
　386)、　陸前高田市観光物産協会☎ 0192(54)5011

陸前高田の夏の風物詩

気仙町けんか七夕まつり
高田町うごく七夕まつり

Front Topics

ー広田海水浴場ー

　

広
田
海
水
浴
場
（
大
野
海
岸
）
の

海
開
き
は
７
月
20
日
に
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
久
し
ぶ
り
の
海
水
浴

を
楽
し
み
ま
し
た
。
同
海
水
浴
場
の

海
開
き
は
、
東
日
本
大
震
災
後
は
初

め
て
で
、
８
年
ぶ
り
。
大
野
海
岸
の

防
潮
堤
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
ト
イ

レ
や
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
が
再
建
さ
れ

る
な
ど
、
海
水
浴
場
の
環
境
が
整
っ

た
こ
と
か
ら
再
開
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
海
開
き
式
に
は
、

同
海
水
浴
場
を
管
理
す
る
市
観
光
物

産
協
会
の
金
野
靖
彦
会
長
を
は
じ
め

関
係
者
ら
約
20
人
が
出
席
。
神
事
が

行
わ
れ
、
期
間
中
の
海
水
浴
場
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
家
族
と
遊
び

に
来
て
い
た
林
勇
太
さ
ん
（
30
）
は

「
震
災
前
に
も
よ
く
泳
ぎ
に
来
て
い

た
。
ま
た
こ
の
場
所
で
泳
げ
て
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

海
開
き
前
の
７
月
17
日
に
は
、
地

元
住
民
や
広
田
小
学
校
の
児
童
ら
約

２
０
０
人
が
海
岸
清
掃
を
実
施
。
参

加
者
は
、
ご
み
や
流
木
、
海
藻
な
ど

を
拾
い
集
め
、
き
れ
い
な
砂
浜
と
な

る
よ
う
願
い
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
同
校
の
藤ふ

じ
い井

大ひ
ろ
と翔

く
ん
（
４

年
）は
「
友
達
や
先
生
、
清
掃
に
参

加
し
た
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
泳

ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

広
田
海
水
浴
場
は
８
月
19
日
ま
で

開
設
さ
れ
ま
す
。

元
気
に
清
掃
を
行
う
児
童
た
ち（
７
月
17
日
）

８年ぶり、震災後初の海開き
海
水
浴
場
の
安
全
を
祈
願（
７
月
20
日
）

　広田海水浴場（大野海岸）では７
月20日、８年ぶりに「海開き」が行
われ、家族連れなど訪れた人たちが
思い思いに久しぶりの海水浴を楽し
みました。
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市役所からの HOT LINE 市政NEWS&TOPICS

２０２０年東京五輪
陸前高田市がシンガポールのホストタウンに

　

市
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和

国
文
化
社
会
青
年
省
と
の
間

で
、「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進

事
業
に
か
か
る
覚
書
」
に
署
名

し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
震
災
後

に
お
い
て
、
陸
前
高
田
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
建
設
支

援
や
、
市
立
図
書
館
等
へ
の
支

援
な
ど
、
震
災
以
降
継
続
的
に

本
市
を
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
縁
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
平
成
28
年
か
ら
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
主
催
の
世
界
首
長

会
議
に
戸
羽
太
市
長
が
参
加
し

た
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の

団
体
ツ
ア
ー
の
受
入
れ
が
始
ま

る
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進

事
業
に
か
か
る
覚
書
は
、
市
長

が
世
界
首
長
会
議
に
参
加
す
る

た
め
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
署

名
さ
れ
ま
し
た
。

　

覚
書
に
は
、
本
市
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
友
好
関
係
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
中
に
、
本
市
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
選
手
団
を
応
援
す
る
こ

と
や
、
大
会
後
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
選
手
団
が
本
市
を
訪
れ
、

市
民
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
交
流
計
画
に
つ
い

て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
館
を
通

じ
て
具
体
的
に
検
討
す
る
と
と

も
に
、
市
内
に
お
け
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
に
よ
り
、
２
０
２
０
年
に

向
け
て
友
好
交
流
の
機
運
を
高

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
的
内
容
は
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ベ
イ・ヤ
ム・ケ
ン 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和

国
文
化
社
会
青
年
省
大
臣
政
務
官（
右
）と

覚
書
を
交
わ
す
戸
羽
市
長

８月から70歳以上75歳未満の人の
高額療養費の上限が変わります

　　　　◆問い合わせ先…市民課国保係　　
　　　　　　　　　　　　（内線134・135）

　

１
カ
月
ご
と
の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
（
医
療
機
関
や
薬
局

の
窓
口
で
支
払
っ
た
額
）
の
合

計
が
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
高
額
療
養
費
が
支

給
さ
れ
ま
す
（
入
院
時
の
食
事

負
担
や
差
額
の
ベ
ッ
ト
代
な
ど

は
、
自
己
負
担
額
に
含
ま
れ
ま

せ
ん
）。

　

30
年
８
月
診
療
分
か
ら
、
70

歳
以
上
で
、
所
得
区
分
が
「
現

役
並
み
」
と
「
一
般
」
の
人
の

自
己
負
担
限
度
額
が
左
の
表
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
69
歳
以
下
の
人
の
自

己
負
担
上
限
額
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■70歳以上75歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額（月額）
３０ 年７月診療分まで

所得区分 外来（個人単位）Ⓐ 外来＋入院（世帯単位）Ⓑ

現役並み所得者 57,600円
80,100円＋（医療費の

総額ー267,000円）×１％
【44,400円】

一般 14,000円
< 年間上限額 144,000 円 > ❶

57,600円
【44,400円】

低所得者Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

３０年８月診療分から
所得区分 外来（個人単位）Ⓐ 外来＋入院（世帯単位）Ⓑ

現
役
並
み

Ⅲ（課税所得690万円以上） 252,600円＋（医療費の総額ー842,000円）×１％
【140,100円】

Ⅱ（課税所得380万円以上） 167,400円＋（医療費の総額ー558,000円）×１％
【　93,000円】

Ⅰ（課税所得145万円以上） 　80,100円＋（医療費の総額ー267,000円）×１％
【　44,400円】

一般
（課税所得145万円未満）

18,000円
< 年間上限額 144,000 円 > ❶

57,600円
【44,400円】

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

❶＝年間上限額は８月から翌７月までの累計額に対して適用。
※Ⓐの限度額を適用後に、Ⓑの限度額を適用。
※【　】内は過去12カ月以内に４回以上該当した場合の、４回目以降の限度額。

　

気
仙
地
区
支
部
消
防
操
法
競
技
会
は

７
月
８
日
、
住
田
町
の
大
船
渡
消
防
署

住
田
分
署
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
ポ
ン
プ
車
の

部
で
は
、
横
田
分
団
第
２
部
が
前
回
大

会
に
続
き
連
覇
を
達
成
し
、
８
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
気

仙
分
団
第
４
部
が
制
し
、
両
チ
ー
ム
と

も
７
月
29
日
に
県
消
防
学
校
（
矢
巾

町
）
で
開
か
れ
た
県
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。

ポンプ車の部で連覇した横田分団第２部小型ポンプの部で優勝した気仙分団第４部

横田２部・気仙４部が支部大会を制し県大会へ
気仙地区支部消防操法競技会

平
成
31
年
成
人
式
を　

　
　
　
　
開
催
し
ま
す

　

市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う
た
め
、
成
人
式
を
開

催
し
ま
す
。

◆
日
時
…
31
年
１
月
13
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後
０
時

半
（
受
け
付
け
開
始
＝
午
前
９
時
～
）　

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
対
象
…
平
成
10
年
４
月
２
日
～
11
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
市
内
中
学
校
出
身
者
と
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

（
対
象
者
に
は
参
加
案
内
を
送
付
し
ま
す
）

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　
市
は
、
平
成
31
年
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
人
生
の
節
目
で
あ
る
成
人
式
。
か
け
が
え
の

な
い
特
別
な
日
を
仲
間
た
ち
と
演
出
し
て
、
成
人
式
の

思
い
出
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

◆
活
動
内
容
…
記
念
行
事
の
企
画
や
運
営
、「
成
人
の

誓
い
」
の
発
表
な
ど

◆
応
募
資
格
…
成
人

式
の
対
象
者
で
、
９

月
か
ら
の
月
１
回
程

度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
参
加
で
き
る
人

◆
問
い
合
わ
せ
先
…

市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係

（
内
線
２
５
３
）

　

市
は
、
地
震
や
豪
雨
災
害

で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
自

治
体
に
対
す
る
支
援
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
西
日
本
豪
雨
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
岐
阜

県
関
市
に
は
、
震
災
時
に
支

援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、

７
月
19
日
に
職
員
２
名
を
派

遣
。
被
害
状
況
の
把
握
や
必

要
と
さ
れ
る
支
援
の
内
容
に

つ
い
て
調
査
し
た
ほ
か
、
義

援
金
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
と
災
害
協
定

を
締
結
し
て
い
る
大
阪
府
豊

中
市
に
対
し
、
６
月
の
大
阪

北
部
地
震
に
よ
る
被
災
か
ら

の
復
興
を
願
い
義
援
金
を
贈

り
ま
し
た
。

地
震・豪
雨
の
被
災
自

治
体
支
援

戸
羽
市
長
か
ら
関
市
に
派
遣
の
職
員
へ
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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市役所からの HOT LINE

　
農
地
の
盛
土
は
届
出
を

　
「
田
や
畑
を
耕
作
し
や
す
く
す

る
た
め
盛
土
」
を
す
る
場
合
は
、

「
農
地
改
良
届
出
書
」
の
提
出
が

必
要
で
す
。
届
出
書
に
は
他
の
農

地
や
水
利
へ
の
影
響
を
確
認
す
る

た
め
、
隣
接
土
地
所
有
者
の
同
意

書
や
工
事
施
工
業
者
の
誓
約
書
、

横
断
断
面
図
な
ど
の
添
付
が
必
要

で
す
。
届
出
書
を
提
出
す
る
と
き

は
、
事
前
に
地
区
農
業
委
員
の
現

地
調
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

農
地
の
一
時
転
用
期
間
の

延
長

　

復
旧
、
復
興
工
事
な
ど
の
た
め
、

農
地
を
一
時
転
用
し
て
い
る
事
業

者
な
ど
の
う
ち
、
工
期
の
延
長
な

ど
の
た
め
、
一
時
転
用
期
間
の
延

長
を
検
討
し
て
い
る
場
合
は
、
早

め
に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
農
業
振
興

地
域
内
の
農
地
か
区
域
外
か
な
ど
、

そ
の
農
地
の
区
分
に
よ
り
延
長
で

き
る
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
一
時

転
用
期
限
の
２
カ
月
前
ま
で
に

「
事
業
計
画
変
更
」
な
ど
を
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
な
ど
の
仮
置
き
場

　

土
砂
な
ど
の
仮
置
き
場
と
し
て

一
時
的
に
使
用
す
る
場
合
で
も
、

そ
の
土
地
が
農
地
で
あ
る
場
合
は

一
時
転
用
許
可
が
必
要
で
す
。
仮

置
き
し
よ
う
と
す
る
土
地
が
農
地

か
ど
う
か
を
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。「
短
期
間
だ
か
ら
大
丈

夫
」
と
安
易
に
判
断
し
な
い
で
土

地
所
有
者
や
工
事
施
工
業
者
は
農

業
委
員
会
事
務
局
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
・
売
買
な
ど

は
許
可
を
受
け
て
か
ら

　

耕
作
者
の
農
地
の
取
得
を
促
し
、

そ
の
権
利
を
保
護
す
る
と
と
も
に

優
良
農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
促

進
す
る
た
め
に
「
農
地
法
」
と
い

う
法
律
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
許
可
を
受

け
て
い
な
い
場
合
は
売
買

等
の
登
記
が
出
来
ま
せ
ん

農
地
の
売
買
・
賃
借

【
第
３
条
許
可
】

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
し
た

り
貸
借
す
る
場
合
な
ど
、
権
利
の

設
定
や
移
転
を
行
う
に
は
「
農
地

法
第
３
条
」
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
地
の
自
己
転
用

【
第
４
条
許
可
】

　

自
ら
が
所
有
す
る
農
地
を
転
用

し
、
農
地
以
外
の
用
途
に
利
用
す

る
場
合
に
は
「
農
地
法
第
４
条
」

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

農
地
を
取
得
し
て
転
用

【
第
５
条
許
可
】

　

農
地
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
、

宅
地
や
駐
車
場
、
資
材
置
場
な
ど

に
利
用
す
る
た
め
に
農
地
を
取
得

す
る
な
ど
、
転
用
と
権
利
の
移
転

を
同
時
に
行
う
場
合
は
「
農
地
法

第
５
条
」
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

許
可
で
き
な
い
場
合

　

転
用
許
可
は
❶
具
体
的
な
転
用

計
画
が
な
い
も
の
❷
資
金
計
画
の

裏
付
け
の
な
い
も
の
❸
周
辺
農
地

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ

る
も
の
な
ど
は
許
可
で
き
ま
せ
ん
。

許
可
を
受
け
ず
に
農
地
を
転
用
し

た
と
き
な
ど
の
処
分
も
強
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
工
事
着
手
前
に
は
必

ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
許
可
後
の
工
事

進
捗
状
況
報
告
書
の
提
出

　

農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
て
農

地
法
第
４
条
ま
た
は
第
５
条
許
可

に
よ
り
転
用
許
可
を
受
け
た
場
合

は
事
業
の
完
了
ま
で
「
工
事
進
捗

状
況
報
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
第
１
回
目
を
許
可
の
日
か
ら

３
カ
月
後
、
そ
の
後
、
１
年
ご
と

に
報
告
し
、
完
了
し
た
場
合
は
完

了
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

一
時
転
用
許
可
の
と
き
は
農
地
に

復
元
す
る
ま
で
同
様
に
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

農
地
を
相
続
し
た
場
合

　

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
農
地
の

権
利
を
相
続
な
ど
で
取
得
し
た
と

き
は
、
相
続
な
ど
が
あ
っ
た
日
か

ら
お
お
む
ね
10
カ
月
以
内
に
農
業

委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

農
地
転
用
な
ど

　

農
地
の
権
利
移
転
に
関
す
る
手

続
き
な
ど
不
明
な
点
は
農
業
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
の
申
請
受
付
は

毎
月
10
日
締
め
切
り

　

10
日
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
の
場
合
は
休
み
明
け
の
日
と
し

ま
す
。
申
請
か
ら
許
可
ま
で
は
１

カ
月
半
程
度
を
要
し
ま
す
の
で
早

め
の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
農
業
委
員
会

事
務
局(

内
線
４
２
０
・
４
２
１)

農
地
制
度
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

農
地
制
度
は
農
地
の
減
少
を
防
ぎ
、
農
地
を
確
保
し
、
農
地
を
借
り

や
す
く
・
貸
し
や
す
く
し
て
利
用
し
や
す
く
す
る
制
度
で
す
。
内
容
や

必
要
な
届
出
な
ど
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

新農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介
農地や農業に関する地域のアドバイザー

【任期】平成30年７月８日～33年７月７日　３年間

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

委
員
の
選
出
方
法
が
、
こ
れ
ま
で

の
選
挙
制
お
よ
び
選
任
制
か
ら
、

市
長
に
よ
る
任
命
制
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
地
等
の
利
用
最
適
化

の
推
進
の
た
め
現
場
活
動
を
行
う

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新

た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
（
20

人
）
の
任
期
が
平
成
30
年
７
月
７

日
で
満
了
し
、
平
成
30
年
７
月
８

日
か
ら
平
成
33
年
７
月
７
日
ま
で

の
任
期
と
な
る
新
た
な
農
業
委
員

（
定
数
11
人
）
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
（
定
数
11
人
）
が
今

後
３
年
間
、
市
の
農
業
の
発
展
と

振
興
の
担
い
手
と
し
て
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

市
長
か
ら
任
命
さ
れ
た
農
業
委

員
と
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員
（
1 1
人
）

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
1 1
人
）

石
いしかわ しゅういち

川秀一（69）
竹駒町

村
むらかみ しんいち

上伸一（65）
矢作町

佐
さ さ き

々木稔
みのる

（58）
矢作町

菅
か ん の  か い ち

野賀一（68）
矢作町

新
にいぬま まゆみ

沼真弓（45）
大船渡市

志
しだ ちゅういち

田忠一（64）
広田町

戸
と ば  ま さ み つ

羽正光（68）
小友町

新
にいぬま のぶあき

沼信秋（72）
高田町

村
むらかみ しゅういち

上修一（68）
気仙町

松
ま つ だ  く に こ

田邦子（61）
横田町

藤
ふじくら これふみ

倉是文（66）
矢作町

村
むらかみ ふみこ

上文子（64）
矢作町

大
お お わ だ  と み こ

和田富子（54）
広田町

大
お お た  も と お

田元雄（66）
小友町

金
こ ん の  も と こ

野もと子（67）
米崎町

鈴
す ず き  け い こ

木桂子（58）
米崎町

松
まつもと げんた

本玄太（41）
米崎町

会長職務代理者

金
こ ん の

野秀
しゅういち

一（71）
米崎町

新 会 長

白
しらかわ しゅういち

川周一（69）
横田町

吉
よしだ しゅうへい

田周平（72）
気仙町

佐
さ と う  す み お

藤澄男（67）
矢作町

菅
かんの まさひろ

野正博（73）
高田町
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地域包括
支援センター発 ! 介護お茶のみ話 その45

保
健

だ
よ
り

保
健

だ
よ
り

438

健康だより生涯学習情報 健康だより

夏
本
番
！
健
康
管
理
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　　

気
温
や
湿
度
が
高
く
、
お
祭
り

な
ど
の
催
し
物
も
多
い
夏
は
、
疲

れ
が
た
ま
り
や
す
く
、
体
調
を
崩

し
や
す
い
季
節
で
す
。
暑
い
夏
を

元
気
に
乗
り
切
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
﹁
夏
バ
テ
﹂
に
ご
用
心
！

　
「
体
が
だ
る
い
」「
食
欲
が
な

い
」
な
ど
、
体
の
不
調
は
続
い
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
い
わ
ゆ

る
「
夏
バ
テ
」
の
状
態
で
す
。
汗

を
た
く
さ
ん
か
く
こ
と
で
、
体
内

の
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
た
り
、
涼
し
い
室
内
と
暑

い
屋
外
と
の
温
度
差
に
よ
り
、
内

臓
の
働
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

自
律
神
経
が
乱
れ
る
こ
と
で
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。

●
夏
バ
テ
を
防
ぐ
生
活
習
慣

❶
水
分
補
給
は
早
め
・
こ
ま
め
に

　

の
ど
が
渇
く
前
に
、
水
や
お
茶

を
こ
ま
め
に
飲
み
ま
し
ょ
う
。
冷

た
い
飲
み
物
は
胃
腸
に
負
担
を
か

け
る
た
め
、
常
温
ま
た
は
そ
れ
に

近
い
温
度
の
も
の
が
最
適
で
す
。

❷
冷
房
器
具
の
上
手
な
活
用

　

気
温
が
高
い
日
は
、
エ
ア
コ
ン

や
扇
風
機
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
、
25
～

2８
度
と
し
、
冷
風
に
直
接
あ
た
る

こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

❸
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

夏
は
麺
類
な
ど
の
炭
水
化
物
に

偏
っ
た
食
事
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

暑
さ
で
疲
れ
や
す
い
体
に
は
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
必
要

で
す
。
不
足
し
や
す
い
タ
ン
パ
ク

質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
補

う
た
め
、
肉
類
や
魚
介
類
、
旬
の

夏
野
菜
を
積
極
的
に
摂
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
習
慣
を
ふ
り
返
り
、
元
気

に
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
保
健

課
保
健
係（
内
線
２
４
１
）

市
内
で
活
躍
中
！

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

◆
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

皆
さ
ん
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
市
内

で
は
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
や
高
齢
者
へ
の
関
わ
り
方

な
ど
を
学
ぶ
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
教
室
に
参
加
し
、
い
き
い

き
百
歳
体
操
な
ど
の
介
護
予
防
教

室
で
実
技
体
験
を
終
え
た
９
人
が

現
在
「
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

◆
広
が
る
活
躍
の
場

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印

は
ピ
ン
ク
や
オ
レ
ン
ジ
の
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
で
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
は
市
内

全
域
で
活
動
し
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
な
ど
の
介
護
予
防
教
室
で
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
介
護
予
防
教
室

な
ど
で
講
師
と
な
り
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う

な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

は
９
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
サ
ポ
ー
タ
ー
は
不
足
し

て
い
ま
す
。
秋
に
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
教
室
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
保
健
課

包
括
支
援
係
・
内
線
２
４
８
）

介護予防教室「ふりかえり交流会」の様子 介護予防教室の様子

市Ｂ＆Ｇ海洋センター

平成３０年度第１期
水泳教室を実施します

コース 実施日 定員 時間

９級
火曜日 10人 午後４時半～５時半
水曜日 10人 午後４時半～５時半
木曜日 20人 午後４時半～５時半

８級 火曜日 14人 午後４時半～５時半
14人 午後５時45分～６時45分

水曜日 14人 午後４時半～５時半

７級
火曜日 14人 午後４時半～５時半
水曜日 14人 午後５時45分～６時45分
木曜日 14人 午後４時半～５時半

６級
火曜日 14人 午後５時45分～６時45分
水曜日 14人 午後４時半～５時半
木曜日 14人 午後５時45分～６時45分

５級 水曜日 15人 午後５時45分～６時45分
木曜日 15人 午後５時45分～６時45分

４級 金曜日 15人 午後５時45分～６時45分
３級 木曜日 15人 午後５時45分～６時45分
２級 金曜日 15人 午後５時45分～６時45分
１級 土曜日 15人 午後５時45分～６時45分

❷ジュニア教室
◆対象…市内に住んでいる児童
　　　（市内の小学校に通学している児童も含む。）
◆日程…９月４日㈫～11月９日㈮
　　　※上記期間中に、各コース全10回開催
◆参加料…2,240円（使用料・保険料）

❶幼児教室
◆対象…市内に住んでいる幼児（年長）
◆日程…９月８日㈯～11月１0日㈯
　　　※毎週土曜日、各コース全10回開催
◆参加料…1,240円（使用料・保険料）

　市Ｂ＆G海洋センターでは、次のとおり平
成30年度第１期水泳教室を実施します。

❸一般教室
◆対象…16歳以上の人
◆日程…９月５日㈬～11月7日㈬
　　　※上記期間中に、各教室全10回開催
◆参加料…5,240円（使用料・保険料）

◆申込期間…❶幼児教室、❷ジュニア教室＝８月13日㈪～19日㈰　❸一般教室＝８月13日㈪～26日㈰　
◆申し込み方法…所定の申込書に必要事項を記入し、夢アリーナたかたの窓口へ提出
　　　　　　　（申込書は、夢アリーナたかたのホームページでダウンロードできるほか、窓口で受け取ること

　　　　　　　もできます。）
◆注意事項
・❶幼児教室および❷ジュニア教室は、定員を超えた場合、８月26日㈰に夢アリーナたかたのミーティングルー
　ムで抽選会を行い、参加者を決定します。　
・❸一般教室は先着順とし、定員に達した時点で受け付けを終了します。
◆問い合わせ先…夢アリーナたかた☎0192(22)８44８

コース 定員 時間
Ａコース 20人 午後１時半～２時半
Ｂコース 20人 午後３時～４時

教室名 実施日 定員 時間
水中ウオーキング 水曜日 30人 午前10時半～11時
のびのび水泳教室 水曜日 30人 午後２時～３時

リフレッシュ水泳教室 木曜日 30人 午後２時～３時
アクアビクス教室 金曜日 40人 午後７時～７時45分

「あなたのまち講座」
（自主企画講座）
参加者募集中

◆日時…８月22日､ ９月５日・19日
　　　　　　　　午後１時半～３時半
◆場所…講師工房
◆講師…佐藤ます子氏
◆費用…3,000円

小友陶芸教室
◆日時…８月８日･22日､９月12日･26日
　　　　午前９時半～11時半
◆場所…上の坊公民館
◆講師…佐

さ と う

藤善
ぜ ん じ ろ う

治郎氏

上の坊ノルディック・クラブ

◆問い合わせ先…市教育委員会生涯学習課生涯学習係（内線256）
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生涯学習情報生涯学習情報

高田フロンターレスマイルシップ事業

◆日時…１０月7日㈰、午後２時～３時半
◆場所…夢アリーナたかた
◆対象…市内に住んでいる小学１年生以上
◆講師…川崎フロンターレ　サッカースクール・普及コーチ
◆内容…サッカーの基礎トレーニング、ボールコロビクス（サッ

カーボールを使ったエアロビクス）、サッカーボールを使った手
遊び、ミニゲームなど

◆参加費…500円（保険料込み）
◆定員…50人
◆申込期限…９月２１日㈮
◆申し込み・問い合わせ先…夢アリーナたかた☎0192（２２）８４４８

図書館情報  ☎0192（54）3227Library

１　本の特集展示
　自由研究や工作の本、読書感想文の課題図書を展示
します。読書感想文を書くのに、どんな本を読んだら
いいのかわからない…そんな時は職員におたずねくだ
さい。おすすめの本を紹介します！
◆展示期間…６月２８日㈭～８月28日㈫
◆展示場所…小学生向け＝児童コーナー
　　　　　　中・高校生向け＝ティーンズコーナー

２　としょかん工作教室
　　「ストローでつくろう！あそぼう!」
　ストローを使って飛行機やアクセサリーを作りま
す。事前申し込み不要で、参加は無料です。
◆日時…８月１２日㈰、午前10時～正午
◆場所…アバッセたかた・パブリックスペース
◆対象…幼児・小学生以上
　　　　（幼児は大人と一緒に参加してください）

８月のイベント予定

　８月の図書館では、子どもたちの夏休みにあわせて、いろいろなイベントを開催します。また、図書
館は県内外から帰省している人でも利用できます。お盆期間中も13日㈪を除き開館していますので、皆
さんお誘いあわせのうえご来館ください！

　 文化財ニュース

「華蔵寺の宝珠マツ」再生計画
～クローン苗木を活用した国指定の継続～

　平成２７年12月１日号の広報りくぜんたかたの記事「がんばれ！華蔵寺の宝珠
マツ」で、国指定天然記念物である小友町華蔵寺の宝珠マツが枯れ葉が目立ち
元気がなくなってきたことをお伝えしました。その後、さまざまな回復措置を
施しましたが、平成29年７月に樹木医による『枯死』の判定を受け、平成30年
２月６日に伐採作業が行われました。
　しかし、平成19年に宝珠マツから採取された枝が森林総合研究所東北育種場

（滝沢市）に保管されており、現在その保管木からクローン苗木を育成し、国の
天然記念物として指定を継続したまま、再生するプロジェクトが進んでいます。
　クローン木の里帰りは、２～４年後となる予定ですので、今後とも二代目宝
珠マツへの皆さまのご支援・ご協力をお願いします。
◆問い合わせ先…市教育委員会生涯学習課生涯学習係（内線255）「華蔵寺の宝珠マツ」の

クローン苗木

◆日時…８月６日㈪・１３日㈪・２０日㈪、午前９時～午後５時
　　　　※１３日㈪はB＆G海洋センターのみ開館
◆問い合わせ先…夢アリーナたかた☎0192（２２）８４４８

第２回　川崎フロンターレ
にこにこサッカー教室

第２回の開催が決定！！
　いつものサッカー教室とは一味違います。サッカーだけでなく、サッカーボールを使ったさまざまな動
きで日ごろの運動不足を解消しましょう！！
　サッカー初心者も経験者も、運動が苦手な人、体力に自信のない人も大歓迎！世代を問わず、みんなで
からだを動かして、楽しめる健康教室です。みんなでにこにこ気持ちのいい汗を流しましょう！！

４月29日㈰のスペシャルおはなし会では、
在札幌米国総領事館ハービー・ビーズリー
領事が英語で読み聞かせを行いました

３　としょかんのおはなし会
◆日時…❶８月11日㈯、午後２時～２時半
　　　　（幼児・小学生向け）
　　　　❷８月17日㈮、午前11時～11時半
　　　　（乳幼児向け）
◆場所…図書館・児童コーナー「おはなしの部屋」
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　三陸の海の学びセミナーは７月１６日、米崎町の陸
前高田グローバルキャンパス（旧米崎中学校）で行
われました。
　田

た な か

中教
の り ゆ き

幸岩手大学三陸水産研究センター長ら３人
が、参加者31人を前に海洋研究の取り組みなどにつ
いて講演。田中センター長は「国内外の市場のニー
ズに応えることができる水産業の再構築が必要」と
訴え、「今回の講演が三陸沿岸の漁業者の皆さんの
役に立てれば」と話しました。

三陸の海の学びセミナー

海洋研究の取り組みを講演

　市民文化会館（仮称）の新築工事安全祈願祭は７月
５日、アバッセたかた隣接の中心市街地で行われ、
関係者約50人が出席して工事の無事を祈りました。
　芸術・文化活動の拠点となる本施設は、市民会館
と中央公民館の機能を併設した複合施設で、敷地面
積14,208平方㍍に、建物はホール部門の鉄筋コンク
リート造り３階建てと市民活動部門の木造平屋等を
合わせて延床面積3,585平方㍍、建設費は25億8,120
万円で、平成32年春のオープン予定です。

（仮称）市民文化会館新築工事安全祈願祭

芸術・文化活動の新拠点再建へ

（仮称）市民文化会館完成イメージ図

熱戦が繰り広げられたスリー・オン・スリー

参加者を前に講演する田中センター長

　元プロ野球選手による野球教室は７月５日、米崎
町の米崎小学校仮設グラウンドで行われました。　
　同イベントはサントリードリームマッチのチャリ
ティ活動の一環として実施され、６人の元プロ選手
が市内の子どもたちに野球指導。　　　　　　　　
　元巨人の駒田徳広さんは「厳しい練習環境の中で
も楽しそうにプレーしている子どもを見て、とても
うれしく思う。この教室を通してより一層野球を好
きになってもらいたい」と期待を込めていました。

心をつなぐキャッチボールプロジェクト

元プロ選手からの野球指導

元プロ野球選手の指導を熱心に聞く子どもたち

　市交通指導員委嘱状交付式は７月３日、市役所で
行われ、再任１４人、新任１人の計１５人に委嘱状が交
付されました。
　戸羽太市長は、「皆さんの努力により交通安全が
守られ、安心で安全なまちづくりが出来ていること
に感謝申し上げます」とあいさつ。交通指導員を代
表して太田秋男指導員（横田町）は、「市民の安全
安心のために誠心誠意取り組んでいく」と決意表明
をしました。

市交通指導員委嘱状交付式

交通安全思想の普及徹底を図る

戸羽市長から委嘱状の交付を受ける鈴木信子指導員（矢作町）

　全国太鼓フェスティバルのプレイベントは６月24
日、高田町のアバッセたかたで開かれました。同
フェスティバルに出演を予定している和太鼓集団

「大
だ い だ ぼ う

太坊」（長野県伊那市）が演奏を披露し、子ども
たちと和太鼓を実際に叩きながら交流しました。
　30回目を迎える今年の全国太鼓フェスティバルは
10月21日㈰、夢アリーナたかたで開催されます。チ
ケットの問い合わせなどは同フェスティバル実行委
員会事務局（市役所商工観光課内・内線386）まで。

全国太鼓フェスティバルプレイベント

和太鼓の魅力実際に叩いて体験

太鼓を思い切り叩いてペットボトルを飛ばす体験

　お天王さま協賛歩行者天国（陸前高田商工会青年
部主催）は７月１４日から16日までの３日間、アバッ
セたかたに隣接する本丸公園通りで開かれました。
　出店やスリー・オン・スリー（市青年会議所主催）
などが行われ、多くの若者や家族連れなどでにぎわ
いました。祭りを主催した同青年部の伊

い と う

東亜
あ き こ

希子地
域振興部会長は「去年のようににぎわうか不安だっ
たが、今年もたくさんの方に来ていただき安心した」
と安堵の表情を浮かべていました。

お天王さま協賛歩行者天国

夏の風物詩、市街地ににぎわい

地域の話題 皆さんからの情報をお寄せください。市役所まちづくり戦略室（内線344）まで。
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昔
、
あ
る
と
こ
ろ
に
、
源
助
と

い
う
「
駄
賃
取
り
」
を
商
売
と
す

る
人
が
あ
り
ま
し
た
。

　

毎
日
、
浜
の
方
へ
馬
を
引
い
て

行
っ
て
は
魚
を
買
い
、
山
の
方
に

売
り
に
出
か
け
て
、
暮
ら
し
を
立

て
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

山
越
え
を
す
る
途
中
に
、
な
ん
と

山
姥
が
い
て
、
旅
の
者
が
通
る
と

い
た
ず
ら
を
し
た
あ
げ
く
、
人
を

取
っ
て
喰
っ
た
り
す
る
の
で
、
み

な
迷
惑
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
時
の
こ
と
、
源
助
も
そ
の

山
姥
に
行
き
逢
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
山
姥
が
向
か
い
か
ら
近
づ

い
て
来
た
の
で
、
源
助
は
急
い
で

高
い
ケ
ヤ
キ
の
木
に
登
っ
て
身
を

隠
し
ま
し
た
。

　

商
売
の
魚
は
、
馬
に
つ
け
た
ま

ま
で
し
た
が
、
そ
れ
は
構
わ
ず
自

分
だ
け
木
に
登
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
山
姥
は
、「
そ
こ
を

通
る
の
は
源
助
で
は
ね
ぇ
が
。
カ

ツ
オ
節
を
〝
ひ
と
ふ
し
〟
く
れ
ざ

ら
ば
、
主
と
馬
を
ば
呑
ん
で
し
ま

う
ぞ
」
と
、
脅
か
し
ま
す
。
呑
ま

れ
た
ら
大
変
だ
と
思
い
、
そ
の
カ

ツ
オ
節
を
少
し
く
れ
て
や
る
と
、

山
姥
は
何
回
も
何
回
も
「
よ
こ
せ
、

よ
こ
せ
」
と
、
せ
が
む
の
で
、
と

う
と
う
底
を
つ
い
て
無
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
う
え
、
馬

も
呑
ん
で
し
ま
い
、
は
て
は
源
助

ま
で
呑
ん
で
く
れ
よ
う
と
、
木
に

登
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

源
助
は
、
登
っ
て
く
る
山
姥
を

足
で
蹴
飛
ば
し
、
山
姥
は
ド
サ
ッ

と
下
の
川
の
中
へ
落
ち
て
、「
源

助
の
野
郎
に
か
か
っ
て
、
こ
ん
な

に
着
物
ま
で
濡
ら
し
て
し
ま
っ
た
。

家
さ
戻
っ
て
干
さ
な
く
て
は
な
ん

ね
ぇ
」
と
、
ブ
ツ
ブ
ツ
語
り
な
が

ら
家
に
戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。
源

助
は
後
を
追
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、

山
姥
は
ど
ん
ど
ん
炉
に
火
を
焚
い

て
、
濡
れ
た
着
物
を
脱
い
で
干
し

て
い
ま
し
た
。

　
「
あ
あ
、
着
物
が
乾
い
た
か
ら
、

こ
れ
か
ら
寝
る
と
し
よ
う
。
は
て

は
て
木
の
か
る
と
さ
入
っ
て
寝
る

べ
が
な
」
と
、
木
の
か
る
と
に
寝

ま
し
た
。
源
助
は
こ
れ
を
見
て
、

「
こ
れ
は
し
め
た
。
あ
の
山
姥
殺

し
て
や
ん
べ
」
と
思
い
、
も
み
錐

を
持
っ
て
、
か
る
と
の
蓋
に
穴
を

た
く
さ
ん
あ
け
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
炉
に
火
を
焚
い
て
お
湯
を
沸
か

し
、煮
立
っ
て
熱
く
な
っ
た
と
き
、

そ
の
錐
穴
か
ら
ど
ん
ど
ん
お
湯
を

注
ぎ
込
ん
で
や
り
ま
し
た
。

　

山
姥
は
熱
く
て
こ
ら
え
き
れ
な

く
な
り
、「
助
け
て
く
れ
、
源
助

よ
。
お
金
を
く
れ
っ
か
ら
助
け
て

く
れ
」
と
、
悲
鳴
を
あ
げ
な
が
ら

救
い
を
求
め
ま
す
。
源
助
は
「
金

も
何
も
あ
る
も
ん
か
。
俺
の
馬
っ

こ
と
カ
ツ
オ
節
を
呑
み
あ
が
っ
て
。

俺
ら
は
物
が
無
く
な
り
、
貧
乏
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
前
な
ど
焼

け
て
く
た
ば
っ
て
し
ま
え
」
と
叫

ん
で
悪
口
を
述
べ
、
日
頃
の
源
助

に
も
似
ず
に
、
さ
ん
ざ
ん
悪
口
を

申
し
立
て
ま
し
た
。
山
姥
は
「
ほ

ん
で
ぁ
、
い
ん
み
こ
づ
つ
（
お
宝

の
入
っ
て
い
る
小
槌
）
を
く
れ
っ

か
ら
助
け
て
く
れ
よ
」
と
哀
願
し

て
き
ま
し
た
。「
い
ん
み
こ
づ
つ

も
何
も
い
ら
ね
ぁ
。
山
姥
の
お
か

げ
で
、
馬
っ
こ
と
カ
ツ
オ
節
か
ら

さ
っ
ぱ
り
と
無
く
な
っ
た
の
だ
か

ら
」
と
言
っ
て
、
少
し
も
山
姥
の

言
う
こ
と
は
聞
こ
う
と
せ
ず
、
と

う
と
う
山
姥
を
煮
殺
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
山
姥
が
隠
し
持
っ
て

い
た
い
ん
み
こ
づ
つ
を
持
ち
、「
馬

っ
こ
出
て
こ
い
。
カ
ツ
オ
節
出
て

こ
い
」
と
地
面
を
叩
い
た
と
こ
ろ
、

た
ち
ま
ち
立
派
な
馬
っ
こ
と
カ
ツ

オ
節
が
出
て
き
て
、
何
も
損
を
し

な
い
具
合
に
な
り
、
こ
れ
で
源
助

は
、
生
涯
ま
ん
ま
ん
と
楽
に
暮
ら

し
た
そ
う
で
す
。

※届け出人が希望した人のみ掲載

慶  弔（６月16日～７月15日届け出分）

（659）

（５）

民
　
譚

※届け出人が希望した人のみ掲載

◆建物 0件（　　1件）

◆林野など 0件（　　6件）

◆出動件数 62件（429件）

◆搬送人員 63人（418人）

◆人身事故 3件（　　8件）
◆物損事故 24件（183件）
◆負  傷  者 4人（　　9人）
◆死  亡  者 0人（　　0人）
◆飲酒運転 0人（　　2人）

ー
馬う

ま
か
た方
と
山や

ま
ん
ば姥 

ー

◇おめでた（　）は保護者・字名

◎男の子

高田　　古
ふるさわ

澤　心
こ は く

昊　 (孝
たかのぶ

修・西和野)

◎女の子

高田　　濱
は ま だ

田　倖
こ と ね

希　 (永
え い き

樹・鳴石)

米崎　　金
こ ん の

野　月
る な

姫　 (真
ま さ と

人・西風道)

　　　　鈴
す ず き

木　ひより (智
ともひろ

大・堂の前)

　　　　山
や ん べ

家　あやめ (光
ひかる

・西風道)

◇お幸せに（　）は字名

矢作　　菊
き く ち

池邦
くにたか

孝・尾
お が た

形智
ち か

佳 (下小黒山）

竹駒　　佐
さ さ き

々木凌
りょうへい

平・蒲
が も う

生愛
あ い か

華 (大畑）

広田　　村
むらかみ

上征
せいいちろう

一郎・小
お ば た

幡絵
え り か

理香 (久保）

◇おくやみ（　）は年齢・字名

矢作　　佐
さ と う

藤　榮
え い じ ろ う

治郎　（８８歳・清水川）

　　　　佐
さ と う

藤　シツヨ　（95歳・信内）

鈴
す ず き

木　好
よ し こ

子　　（８2歳・打越）　

　

横田　　遠
えんどう

藤　あや子
こ

　（9８歳・本宿）

竹駒　　伊
い と う

藤　ヨシミ　（91歳・下壺）

伊
い と う

藤　陽
よ う の し ん

之進　（94歳・上細根）

菅
か ん の

野　幸
ゆ き こ

子　　（62歳・滝の里）

高田　　藤
ふじもと

元　賢
けんすけ

輔　　（77歳・鳴石）

小
こばやし

林　芳
よ し た ろ う

太郎　（92歳・栃ヶ沢）

鈴
す ず き

木　久
きゅうすけ

助　　（95歳・西和野）

松
ま つ の

野　マサ子
こ

　（８9歳・中田）

佐
さ さ き

々木　サキ子
こ

（73歳・鳴石）

米崎　　大
お お わ だ

和田　テウコ（90歳・館）

小友　　戸
と ば

羽　　力
つとむ

　　（95歳・谷地館）

　　　　佐
さ と う

藤　チカオ　（100歳・財当）

広田　　伊
い と う

藤　セキ子
こ

　（８7歳・集）

髙
たかまつ

松　友
と も こ

子　　（65歳・根岬）

藤
ふ じ い

井　キヨ子
こ

　（８9歳・久保）

村
むらかみ

上　伸
しんいち

一　　（76歳・久保）

鈴
す ず き

木　礼
れ い こ

子　　（61歳・六ヶ浦）

男性 9,345人（－　22人）
女性 　9,941人（－　13人）

計 19,286人（－　35人）
（ 出生  ３　死亡 26 ）　

世帯数 7,573世帯（－ 5世帯）

市内の交通事故（６月）
（　　）は１月からの累計

市の人口（住民登録人口）
（　　）は前月比　出生・死亡数は６月分

市内の火災救急活動（６月）
（　　）は１月からの累計

数字で見る陸前高田市（平成30年６月30日現在）

金き
ん　

野の　

静　

一
・
文
責

斎　

藤　

多
美
子
・
挿
絵

₂0₁₈年（平成30年）８月号



INFORMATION

再
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岩
手

遠
野
実
習
場
９
月
入
所
生

◆
定
員
…
12
人

◆
受
講
資
格
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
手
続
き
を
し
て
い
る
人

◆
募
集
期
限
…
８
月
20
日
㈪
（
応

募
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
岩
手
・
遠
野
実
習
場
☎
０

１
９
８
（
６
３
）
１
４
１
１

　

宮
城
県
立
気
仙
沼
高
等
技
術
専

門
校
で
は
、
30
年
度
短
期
課
程
後

期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

授
業
料
は
無
料
で
す
が
、
作
業
服

代
な
ど
が
別
に
か
か
り
ま
す
。

◆
募
集
科
…
溶
接
課

◆
内
容
…
ガ
ス
溶
接
作
業
や
電
気

溶
接
作
業
の
基
本
を
習
得

◆
定
員
…
５
人

◆
訓
練
期
間
…
９
月
28
日
㈮
～
31

年
３
月
13
日
㈬

◆
対
象
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

の
相
談
を
し
て
い
て
、
受
講
指
示

や
受
講
推
薦
を
受
け
ら
れ
る
人

◆
募
集
期
限
…
８
月
23
日
㈭
（
応

募
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
宮
城
県
立
気

仙
沼
高
等
技
術
専
門
校
☎
０
２
２

６
（
２
２
）
７
０
６
８

　

30
年
度
の
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

◆
対
象
者
…
市
内
に
住
所
が
あ
る

人
（
平
成
31
年
４
月
１
日
ま
で
に

40
歳
以
上
に
な
る
人
は
、
対
象
と

な
る
助
成
金
が
あ
り
ま
す
）

◆
受
診
日
…
❶
Ｊ
Ａ
岩
手
県
厚
生

連
県
南
セ
ン
タ
ー
（
10
月
17
日
㈬

～
19
日
㈮
、
22
日
㈪
、
23
日
㈫
）

❷
Ｊ
Ａ
岩
手
県
厚
生
連
人
間
ド
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
（
10
月
24
日
㈬
～
26

日
㈮
、
29
日
㈪
、
30
日
㈫
）

※
送
迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

◆
申
込
受
付
日
時
（
場
所
）

【
集
合
受
付
】　
９
月
３
日
㈪
、
午

前
９
時
半
～
午
後
２
時
半
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

【
通
常
受
付
】　
９
月
４
日
㈫
～
14

日
㈮
、午
前
９
時
～
午
後
３
時（
Ｊ

Ａ
お
お
ふ
な
と
高
田
支
店
お
よ
び

竹
駒
支
店
）

※
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診
・
後

期
高
齢
者
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
と
重
複
し
て
受
診
は
出
来
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
❶
Ｊ
Ａ
お
お

ふ
な
と
生
活
経
済
課
☎
０
１
９
２

（
２
６
）４
０
４
４
❷
市
役
所
保
健

　

お
盆
期
間
の
各
診
療
所
の
休
診

日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

【
二
又
診
療
所
】

◆
８
月
13
日
㈪
～
17
日
㈮　

※
16
日
㈭
は
休
日
当
番
医
の
た
め
、

新
患
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

【
広
田
診
療
所
】

◆
８
月
14
日
㈫
～
16
日
㈭

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
二
又
診
療
所

☎
０
１
９
２
（
５
８
）
２
２
２
０
、

広
田
診
療
所
☎
０
１
９
２（
５
６
）

２
５
１
５

　

陸
前
高
田
斎
苑
で
は
、
火
葬
炉

の
補
修
工
事
に
伴
い
、
工
事
期
間

中
の
火
葬
受
付
は
２
件
ま
で
（
午

前
・
午
後
１
件
ず
つ
）
と
な
り
ま

す
。

◆
工
事
期
間
…
８
月
21
日
㈫
～
30

日
㈭

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
市
民

課
市
民
係
（
内
線
１
３
２
）

中
学
校
に
通
う
児
童
や
生
徒
お
よ

び
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
主
催
試
合
の
観
戦
ツ

ア
ー
に
ご
招
待
し
ま
す
。
申
し
込

み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

夢
ア
リ
ー
ナ
た
か
た
窓
口
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
夢
ア
リ
ー

ナ
た
か
た
に
設
置
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
日
時
…
９
月
29
日
㈯
、
午
後
２

時
試
合
開
始

◆
場
所
…
楽
天
生
命
パ
ー
ク
宮
城

◆
定
員
…
35
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
締
切
…
８
月
20
日
㈪
、

午
後
５
時

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

夢
ア
リ
ー
ナ
た
か
た
☎
０
１
９
２

（
２
２
）８
４
４
８

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岩
手
・
遠

野
実
習
場
で
は
、
９
月
入
所
の
訓

練
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
科
…
住
宅
建
築
施
工
科

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
地
域
女
性

団
体
協
議
会（
斉
藤
）☎
０
１
９
２

（
５
６
）
３
６
０
３

　

気
仙
地
区
の
各
中
学
校
の
代
表

者
が
、
未
来
に
向
け
た
夢
や
社
会

に
対
し
て
の
意
見
、
日
常
生
活
の

中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
発
表
す

る
「
わ
た
し
の
主
張
」
気
仙
地
区

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
観
覧
は
自

由
で
す
。

◆
日
時
…
８
月
27
日
㈪
、
午
後
１

時
半
～
４
時
半

◆
場
所
…
高
田
第
一
中
学
校
体
育

館◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
地
域

福
祉
課
生
活
安
全
係
（
内
線
２
０

６
）

　

楽
天
野
球
団
で
は
、
市
内
の
小

　

市
は
、
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を

持
つ
祖
父
母
を
対
象
に
、
育
児
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、
家

族
ぐ
る
み
で
楽
し
く
子
育
て
す
る

こ
と
を
考
え
る
「
じ
い
じ
・
ば
あ

ば
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
。

◆
日
時
…
８
月
26
日
㈰
、
午
前
10

時
～
正
午

◆
場
所
…
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

◆
定
員
…
30
人

◆
申
込
期
限
…
８
月
20
日
㈪

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
役
所
保
健
課
保
健
係
（
内
線
２

４
１
）

　

市
地
域
女
性
団
体
協
議
会
で
は
、

「
女
性
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
参
加
者
に
は
、
ミ
ニ
鉢
植
え
や

防
災
グ
ッ
ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

◆
日
時
…
８
月
26
日
㈰
、
午
後
１

時
～
３
時
半

募
集
し
ま
す

　

再
生
の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
で
は
、

納
涼
祭
「
甦
れ
！
盆
踊
り
２
０
１

８
」
を
開
催
し
ま
す
。
会
場
を
秋

田
県
湯
沢
市
の
「
七
夕
絵
灯
ろ

う
」
が
彩
り
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時
…
８
月
18
日
㈯
、
正
午
～

◆
内
容
…
高
田
音
頭
で
輪
踊
り
、

菊
地
秀
樹
ス
テ
ー
ジ
、
プ
ロ
指
導

カ
ラ
オ
ケ
、
日
昇
太
鼓
、
米
崎
保

育
園
児
出
演
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体

験
、
玉
入
れ
タ
イ
ム
レ
ー
ス
な
ど

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
…
再
生

の
里
ヤ
ル
キ
タ
ウ
ン
（
熊
谷
）
☎

０
９
０
（
４
８
８
０
）
８
４
８
８

開
催
し
ま
す

楽
し
く
孫
育
て
す
る
た
め
に

じ
い
じ
・
ば
あ
ば
教
室

中
学
生
が
夢
や
希
望
を
発
表

「
わ
た
し
の
主
張
」

気
仙
地
区
大
会

二
又
診
療
所
・
広
田
診
療
所

お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

課
保
健
係
（
内
線
２
４
４
）

　

こ
れ
か
ら
働
き
た
い
39
歳
ま
で

の
若
者
や
そ
の
家
族
な
ど
を
対
象

に
、
就
労
に
関
す
る
個
別
相
談
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
…
９
月
５
日
㈬
、
19
日
㈬
、

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所
…
シ
ー
パ
ル
大
船
渡

◆
内
容
…【
午
前
】コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
職
場
体
験
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
ワ
ー
ク
、
性
格
検
査
な
ど

【
午
後
】個
別
相
談

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

大
船
渡
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
今
野
）
☎
０
１
９
２
（
４

７
）
５
７
０
２

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
８
月
に
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
（
支
給
停
止
に
な
っ

て
い
る
人
を
含
む
）。
現
況
届
を

提
出
し
な
い
場
合
、
手
当
が
受
け

斎
苑
・
火
葬
炉
補
修
工
事
の
た
め

火
葬
受
付
は
１
日
２
件

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
く
だ
さ
い
。

※
現
況
届
は
、
今
後
１
年
間
の
受

　

給
資
格
を
調
査
す
る
も
の
で
す
。

◆
集
中
受
付
期
間
…
８
月
８
日
㈬

～
11
日
㈯

◆
提
出
期
限
…
８
月
31
日
㈮

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…

市
役
所
子
ど
も
子
育
て
課
子
ど
も

家
庭
係
（
内
線
２
１
２
）

　

サ
ン
リ
ア
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
大
船
渡
市
盛
町
）
で
は
、

新
し
い
「
サ
ン
リ
ア
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
」
の
販
売
開
始
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
に
販
売
さ
れ
た
旧
「
サ
ン
リ

ア
商
品
券
」
の
利
用
を
８
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
と
し
ま
す
。
終
了

日
ま
で
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
利
用
終
了
日
…
８
月
31
日
㈮

※
終
了
日
ま
で
に
利
用
で
き
な
い

場
合
、
９
月
以
降
に
対
応
の
機

会
を
設
け
る
の
で
、
破
棄
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
協
同
組
合
南

三
陸
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ

ン
リ
ア
事
務
局
☎
０
１
９
２
（
２

６
）
３
９
３
９

第
26
回
女
性
の
つ
ど
い

「
あ
き
ら
め
な
い  

誰
も
が

笑
顔
で
生
き
た
い
」

基
準
に
基
づ
き

職
員
の
懲
戒
処
分
を
公
表

い
ち
サ
ポ　

お
お
ふ
な
と
ル
ー
ム

働
き
た
い
若
者
を
応
援
！

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
主
催
試
合

観
戦
ツ
ア
ー
ご
招
待

湯
沢「
七
夕
絵
灯
ろ
う
」が
彩
る

甦
れ
！
盆
踊
り
２
０
１
８

お
知
ら
せ

毎
日
を
健
や
か
に
過
ご
す
た
め
に

一
日
人
間
ド
ッ
ク
受
診
を

気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校

短
期
課
程
後
期
学
生
募
集

８
月
31
日
ま
で
に
必
ず
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

利
用
は
８
月
31
日
ま
で

旧「
サ
ン
リ
ア
商
品
券
」

　

市
は
、
７
月
24
日
付
で
職
員
の

懲
戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
の
で
公

表
し
ま
す
。

◆
被
処
分
者
…
50
代
係
長
級

男
性
職
員

◆
処
分
内
容
…
停
職
３
カ
月

◆
処
分
年
月
日
…
30
年
７
月
24
日

◆
事
案
の
概
要
…
４
月
か
ら
５
月

に
か
け
て
、
勤
務
日
数
24
日
間
中
、

23
回
に
わ
た
り
、
業
務
中
に
自
宅

に
一
定
時
間
滞
在
し
、
ま
た
、
上

司
の
命
令
に
よ
ら
な
い
公
用
車
の

運
転
を
繰
り
返
し
、
勤
務
を
欠
い

た
も
の
。

　

関
係
上
司
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
該
職
員
の
管
理
者
で
あ
る
所
属

長
、
直
属
の
上
司
で
あ
る
補
佐
お

よ
び
係
長
を
訓
告
、
所
管
す
る
部

内
の
総
括
管
理
を
担
う
立
場
に
あ

る
部
長
に
つ
い
て
は
、
市
長
か
ら

厳
重
に
注
意
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
網
紀
粛
正
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
機
会

を
捉
え
て
指
導
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
さ

ら
に
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
総
務

課
職
員
係
（
内
線
１
５
５
）
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◆
発

行
　

岩
手

県
陸

前
高

田
市

　
　

◆
編

集
　

企
画

部
ま

ち
づ

く
り

戦
略

室
☎

0192⎝54⎠2111　℻
0192⎝54⎠3888

◆
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.rikuzentakata.iw

ate.jp

平
成

30年
８

月
号（

平
成

30年
８

月
１

日
発

行
）

〒
029︲2292　岩

手
県

陸
前

高
田

市
高

田
町

字
鳴

石
42番

地
5

◆
電

子
メ

ー
ル

　
kouhou@

city.rikuzentakata.iw
ate.jp

ピザに海の健康食材をのせて食べよう！
　簡単にホットケーキミックスを使った生地に、食物繊維が
多く含むワカメの茎とカルシウムが豊富に含まれているシラ
スをトッピングしました。
　食感が良く、海の風味が感じられます。

◆問い合わせ先…市役所水産課(内線462)

（１人分）　
エネルギー  162ｋcａˡ
食塩相当量　0．₈㌘

材　料（２人分）
ホットケーキミックス･･･150㌘
プレーンヨーグルト･･大さじ３
オリーブオイル･･････小さじ１
ワカメの茎（千切り）･･････60㌘
ツナ缶･･････････････････半缶
マヨネーズ･･････････････少々
シラス･･････････････⅓パック
ミニトマト･･････････････12個
チーズ･･････････････････適量

❶　ホットケーキミックスとプ
レーンヨーグルトとオリーブ
オイルを混ぜ合わせ３等分す
る。

❷　生地を伸ばしフォークで穴
を開ける。

❸　ワカメの茎とツナをマヨネ
ーズで和える。

❹　シラス、トマト、チーズを
トッピングする。

❺　200℃のオーブンで10分焼
く。

作り方

ワカメの茎を使ったピザ

公
用
封
筒
の
発
送
方
法
を
変
更
し
ま
す

　

広
報
り
く
ぜ
ん
た
か
た
７
月
号
お
知
ら

せ
版
に
「
市
か
ら
発
送
す
る
公
用
封
筒
の

一
部
を
切
り
取
っ
て
送
付
し
ま
す
」
の
記

事
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
郵
便
局
と
協
議

を
行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

取
り
扱
い
を
延
期
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

協
議
の
結
果
、
封
筒
の
下
部
に
切
り
込

み
を
入
れ
て
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
取
り
扱
い
は
、
７
月
27
日
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
地
域
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係
（
内
線
２
０
５
）

市
か
ら
の
文
書
配
布

８
月
22
日
に
行
い
ま
す

　

市
は
、
毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日
に
回
覧
や

各
戸
配
布
の
文
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
８

月
の
２
回
目
の
文
書
配
布
は
22
日
に
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
…
市
役
所
総
務
課
行
政
係

（
内
線
１
５
３
）　

縦横５㎜以内の半円
の切り込み
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～広田湾漁協女性部～
今月のおすすめレシピ


